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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 がん対策専門部会 

 

＜第１回 令和５年９月２７日書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）部会長の選出について 

（２）次期「北海道医療計画」骨子（案）について 

 

【部会長の選出】 

市立函館病院 副院長 中西 一彰 委員 が部会長に選出されました。 

 

【次期「北海道医療計画」骨子（案）について】 

（委員の意見等） 

・ オンライン活用、IT 化がへき地医療に急務と考えます。 

 

 

 

＜第２回 令和５年１２月２７日書面開催＞ 

１ 協議事項 

次期「北海道医療計画」（素案）について 

 

【委員の意見等】 

・ 「がんの予防及び早期発見」について、全ての道民ががんに対する知識を深める為には

小・中学校での、がん教育を推進する事も重要と思います。それが検診受診率向上の一因

にもつながると考えます。 

・ 「医療の状況」について、在宅医療を推進する為には、拠点病院等と連携するのか訪問

診療を受けるのかしっかり議論を進めてほしい。具体的にしっかりと希望します。 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 脳卒中対策専門部会 

 

＜第１回 令和５年９月２７日書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）部会長の選出について 

（２）次期「北海道医療計画」骨子（案）について 

 

【部会長の選出】 

函館脳神経外科病院 院長 妹尾 誠 委員 が部会長に選出されました。 

 

【次期「北海道医療計画」骨子（案）について】 

（委員の意見等） 

・ 総論としては理解できます。具体的に地域に暮らす人々に不利益が生じないよう進め
ていくのかが見えづらい。また、地域医療の未来がどのように変わっていくのか、未来
像が見えづらいと思いました。 

 

 

＜第２回 令和５年１２月２７日書面開催＞ 

１ 協議事項 

次期「北海道医療計画」（素案）について 

 

【委員の意見等】 

・ 「４ 数値目標等」について、今回変更となった血圧の指標に関して、これは安静時血

圧という意味でいいのか。医師や医療専門職が考える血圧と一般の方が考える血圧は異

なるため、「指標を超えているからダメ」という混乱が生じないように、具体的な数字を

載せるのであれば、どういう意味合いの数字なのか等説明があった方がよい。 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 糖尿病対策専門部会 

 

＜第１回 令和５年９月書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）糖尿病対策専門部会長の互選について 

   医療法人社団平田博巳内科クリニック 院長 平田 博巳 氏を選任した。 

【委員の意見等】 特になし。 

２ 説明事項 

（１）次期「北海道医療計画について 

・令和６年度からの次期「北海道医療計画」策定にあたって、骨子案や道の考え方等について

共有した。 

【委員の意見等】 特になし。 

 

＜第２回 令和６年１月 11 日（木）オンライン開催＞ 

１ 協議事項 

（１）次期「北海道医療計画（素案）」に関する意見聴取 

・道計画素案が示され、糖尿病対策に係る内容について各委員から意見聴取を行った。 

【委員の意見等】 

・糖尿病性腎症重症化予防プログラムの推進について、実態として、栄養食事指導料を算

定して患者教育を対応しているためプログラムの実施は同意しかねるといった医療機関

がある。地域の実情として限られた医療機関との連携が求められるため、予防と医療の

協力体制が取れるよう、事業への理解について医療機関や関係団体への啓発をより推進

していただきたい。 

２ 報告・説明事項 

（１）地域推進方針における糖尿病領域の取り組みの状況（令和３及び４年度） 

・北海道医療計画の二次医療圏域で推進する地域推進方針の推進状況（主な取組と数値目

標の達成状況）について報告した。 

（２）南渡島圏域糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて 

・南渡島圏域における糖尿病性腎症重症化予防プログラムの概要説明と管内市町の取組状

況を報告した。 

（３）健康日本 21（第三次）及び北海道健康増進計画について 

 ・令和６年度から開始される健康日本 21（第三次）及び北海道健康増進計画の概要につい

て説明した。 

（４）南渡島圏域地域・職域連携推進連絡会について 

 ・会の目的、構成機関、今後の方向性や本部会と連携した取組の検討について説明した。 

【委員の意見等】 特になし。 
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３ その他 

・今回出た意見については、次期「北海道医療計画（素案）」に係る意見として、道庁担当

課あて提出した。 

 

＜第３回 令和６年３月 12 日（火）オンライン開催＞ 

１ 協議事項 

（１）地域推進方針における糖尿病領域の取り組みの状況（令和５年度） 

・南渡島圏域９市町及び医療関係職能団体を対象とした「糖尿病に関する普及啓発状況調

査」の集計結果を報告した。 

【委員の意見等】 特になし。 

２ 報告・説明事項 

（１）「R04 糖尿病の地域連携に関する現状調査結果」について 

・南渡島圏域の糖尿病治療における医療連携状況、糖尿病連携手帳の活用状況、地域連携

クリティカルパスの活用状況、教育入院の状況について説明した。 

【委員の意見等】 

・健診で HbA1c が高くなっていき、異常高値を示しているが医療機関には受診しないで治

したいという思いを持った患者がいた。こういったケースに対して、早期受診してもら

えるよう保健指導のスキルアップを図りたい。また、このような合併症がないケースも

連携パスの対象となるか。全ての医療機関でプログラムを併用して地域での保健指導も

視野に入れていただきたい。 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 難病対策専門部会 

 

＜第１回 （実務者研修会を兼ねて実施） 令和５年８月 24 日（木）集合開催＞ 

１ 内 容 

テーマ；担当しても怖くない！難病患者への…わかる！使える！サービス！ 

座長；亀田病院神経内科 丸尾 泰則 副院長 

    ア 基調講演：「代表的な神経難病の特徴について」 

講師：市立函館病院 神経内科科長・主任医長 堀内 一宏 

イ 講義：「神経難病患者が利用できる制度・サービスについて」※オンライン 

講師：北海道難病連 相談課長 鈴木 洋史  

ウ 実践報告：「保健所における難病患者支援について」 

報告者：渡島保健所 健康支援係主任保健師 山﨑茉季  

エ 意見交換・質疑応答 

      ・アンケート結果：回収率 56％。ほとんどの回答者から内容について「理解でき

た」との回答あり。 

【委員の意見等】 特になし。 

 

＜第２回 令和５年 10 月書面開催＞ 

１ 説明事項 

（１）次期「北海道医療計画」について 

 ・令和６年度からの次期「北海道医療計画」策定にあたって、骨子案や道の考え方等に

ついて共有した。 

【委員の意見等】 特になし。 

 

＜第３回 令和５年 11 月２日（木）集合開催＞ 

１ 協議事項 

（１）第１回南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議難病対策専門部会の評価 

（２）南渡島地域の現状と渡島保健所の取り組みについて 

（３）令和６年度の計画について 

【委員の意見等】 

ア 次年度以降の協議会開催方針 

・研修１回、協議会１回の計２回開催 

・研修内容については、令和５年度に引き続き同テーマ・内容とする。 

イ 南渡島地域の現状と課題について 

・多職種連携の必要性やリハビリについての課題が出ていた。 
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＜第４回 令和６年１月書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）次期「北海道医療計画（素案）」に関する意見聴取 

・道計画素案が示され、糖尿病対策に係る内容について各委員から意見聴取を行った。 

【委員の意見等】 特になし。 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 地域医療専門部会 

 

＜第１回 令和５年１０月３日書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）―ア 次期「北海道医療計画」について 

（１）―イ 次期「北海道医療計画」骨子（案）について 

（２）―ア 次期「北海道感染症予防計画」について 

（２）―イ 次期「北海道感染症予防計画」骨子（案）について 

 

【委員の意見等】 

① 小児科開業医の減少を考え、二次病院を含めた休日診療体制を考えていただきたい。 

② 薬剤師不足に対して、処方枚数制限など諸規制の緩和が望まれる。 

③ 医師偏在について、地域以外に診療科の偏在についても卒前からキャリア形成につい

て、大学との調整が必要と思います。 

 

 

＜第２回 令和５年１２月２５日書面開催＞ 

１ 協議事項 

（１）次期「北海道医療計画」（素案）について 

（２）次期「北海道感染症予防計画」（素案）について 

 

【委員の意見等】 

 ・特に意見なし 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 在宅医療専門部会 

 

＜１回目 令和５年９月（書面開催）＞ 

１ 説明事項 

（１）次期「北海道医療計画」について 

（２）「第９期介護保健事業（支援）計画」について 

【委員の意見等】 

 （１）（２）について特になし 

２ 協議事項 

（１）部会長の互選について・・・北美原クリニック名誉理事長岡田晋吾氏を選任。 

【委員の意見等】 

・特になし 

 

＜２回目 令和５年 12 月（書面開催）＞ 

１ 協議事項 

（１）次期「北海道医療計画」（素案）について 

（２）「第９期北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画」（素案）について 

【委員の意見等（要旨）】 

○次期「北海道医療計画」（素案）について 

  口腔機能の低下から低栄養となり、サルコペニア、ロコモティブシンドロームを生じ、不可

逆的な介護状態に至る。この点から、第４章、第８節とも関係するが、保険適応となっている

口腔機能検査を検診等で実施することで、身体的フレイルに先立って生ずるオーラルフレイル

を早期の発見し適切に対応することが可能となり、介護予防さらには介護の重度化防止につな

がるものと考える。 

○「第９期北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画」（素案）について 

すべて大事であると考えるが、特に気にかかるのが介護人材の確保についてである。道南で

は唯一の福祉養成の専門学校が今年度で閉校となる。少子化、介護福祉士養成校入学者の減少

により人材確保がさらに困難になると思われる。その中で老人福祉施設においてユニットケア

を推進していくのは非常に難しくなる。また、職員数がぎりぎりの中ケアを行うことにより、

職員の疲弊が増加し、不適切なケアにつながることも考えられる。地域共生ケアの推進により、

障害児・者、高齢者、幼児含めた包括的な地域づくりが必要。 

 

＜３回目 令和６年２月 29 日 Web 開催＞ 出席者：委員６名、オブザーバー１名 

１ 報告・説明事項 

（１）地域推進方針における在宅医療の提供体制にかかる取組状況について 

（令和４年度・令和５年度） 
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【委員の意見等】 

 ・特になし 

２ 協議事項 

（１）令和６年度在宅医療の提供体制整備にかかる取り組み案について 

 ア 在宅医療専門部会の開催回数及び開催内容予定について 

イ 在宅医療・介護連携にかかる意見交換会の開催案について 

ウ 多職種合同研修（南渡島地域看護職員研修）の開催案について 

エ 在宅医療・介護連携に係る関係機関との情報交換等の実施について 

（２）災害時の在宅医療体制について 

【委員の意見等】 

（１）については特になし 

（２）については、当日出席委員の所属における取組状況について情報交換を実施 
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令和５年度 南渡島保健医療福祉圏域連携推進会議 歯科保健医療専門部会 

 

〈第１回 令和５年９月２７日 書面開催〉 

１ 協議事項 

（１）歯科保健医療専門部会長の互選について 

    函館歯科医師会 鈴木 均史 副会長を部会長に選任した。 

（２）次期「北海道医療計画」について  

道による全体の考え方について説明した。 

（３）次期「北海道医療計画 骨子(案)」について 

【委員の意見等】 

・歯周疾患は糖尿病・心疾患などの多くの疾患と関係がある事がわかっているため、５疾患

に「歯周疾患」を追加することについて意見あり。骨子案は承認された。 

 

〈第２回 令和５年１２月２０日 書面開催〉 

１ 協議事項 

  次期「北海道医療計画(素案)」について 

  意見はなく、承認された。 

 

〈第３回 令和６年３月１５日 集合開催〉 

１ 報告・説明事項 

  次の事項について、説明及び報告を行い、情報を共有した。 

（１）次期「北海道歯科保健医療推進計画」について 

   令和６年３月策定予定の計画の概要について説明した。 

（２）管内の状況及び今後の取組について 

     ・南渡島地域推進方針(歯科保健医療対策)の状況 

     ・(南渡島)市町村歯科保健対策実施状況調査の結果 

 ・令和６年度健康増進事業の見直し 

     ・令和６年度８０２０運動・口腔保健推進事業 

 ・道及び道南圏域における地域ケア会議に係る状況 

 【委員の意見等】 

  ・地域ケア会議の歯科衛生士参画については、函館市は北海道歯科衛生士会函館支部と委 

託契約を結び、会員を派遣、実施しているが、今後各市町のケア会議に参画するとなれば、 

会議の開催時間等が「日中」の場合、会員の派遣が困難となることが想定され、会員(歯 

科衛生士)が勤務している歯科医院(歯科医師)の理解、協力が必要である。 

・管内にある歯科衛生士の養成校では、入学者の定員割れが続いている。歯科衛生士、歯

科技工士の離職率が高いことから、人材確保は重要である。 

 


